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HTML on WordによるWEBコンテンツ制作
出版物の原稿としてのWord文書、また社内に資料として存在するWord文書、

これらをダイレクトにHTMLに変換し、WEBコンテンツ化する。
そのような試みをHTML on Wordを使って検証しました。

▲

■Wordデータを活かしたWEBコンテンツ化
　HTML on Wordとは、Wordで作成したdocx形式の
ファイルをHTMLデータに変換するツールです。
Word文書に設定された段落スタイルや見出し階層と
いった構造情報を活かしながら、WEBページとして
利用可能なデータを生成できます。

　出版用途の原稿データだけでなく、企業内には仕様
書・業務マニュアル・取扱説明書・Q&A・規定集など、
さまざまなWord文書が蓄積されています。しかし実
際には、担当者不在により更新されないまま放置され
ていたり、部署ごとにフォーマットが異なり横断的な
活用が困難であったりと、データ資産として十分に活
かせていないかもしれません。
　当社では、こうした分散・属人化したWord文書の
整理・再編集を引き受け、内容と構造を見直したうえ
で統一的なデータへと再構築します。そのうえで
HTMLやXMLへ変換することで、単なる文書データ
から、検索・閲覧・再利用が可能なコンテンツ資産へ
と転換することが可能です。

■ワンソース・多メディア展開の実現
　従来は、紙面用データとWEB用データを別々に制
作・ 管 理 す る こ と が 一 般 的 で し た が、HTML on 
Wordを活用することで、ひとつのWord原稿を起点に
複数の媒体へ展開することが可能になります。
　たとえば、同一のWordデータから
・紙面用のPDF
・WEB掲載用のHTML
・システム連携を見据えたXML
といった異なる形式を生成することができ、用途ごと
にデータを作り直す必要がなくなります。

　この「ワンソース・多メディア展開」は、制作工程
の効率化だけでなく、更新時の修正漏れ防止や内容の
一貫性維持にもつながります。ひとつの原稿を修正す
れば、すべての媒体に反映される運用は、長期的な情
報管理において大きなメリットです。

■HTML化で反映される要素と注意点
　Word上で設定した段落スタイルやアウトライン構
造は、HTML化の際にも文書構造として反映される
ため、見出しや階層関係が整理されたWEBコンテン
ツを生成できます。
　一方で、Wordの見た目がそのまま再現されるわけ
ではなく、罫線や囲み、複雑なレイアウトなどは再現
性に差が出ることがあります。また、テキストボック
スなど一部の要素は画像として出力される場合もある
ため、WEBでの利用を前提とした設計が重要です。
　そのため、変換後の活用を見据え、Word制作段階
からスタイル設計や構造整理を行うことが、スムーズ
なWEB展開につながります。

■Web表示への最適化と再利用性
　HTML on Wordで生成したHTMLは、文書の構造
を保ったシンプルな状態で出力されるため、そのまま
でも内容は確認できますが、必要に応じてCSSやスク
リプトを用いてデザインや動き、操作性を調整します。
こうした工夫により、閲覧のしやすさや、目的の情報
を探すための検索性が向上し、用途に適したWEBコ
ンテンツとして仕上げることができます。
　また、一度制作したコンテンツをフォーマットとし
て利用することで、同様の構造を持つ別の文書にも横
展開しやすくなります。
　HTML on Wordを活用することで、これまで活か
しきれていなかったWord文書を、持続的に利用可能
なコンテンツ資産へと転換することができます。

アンテナハウス株式会社
『HTML on Word』紹介サイト

https://www.antenna.co.jp/xhw/


事例：解答解説のWEBコンテンツ化
　紙面教材として制作された問題集の解答解説を、HTML on 
Wordを用いてWEBコンテンツ化しました。
　解答解説は、大問、小問、解答、解説といった構造がはっ
きりしています。Wordの段落スタイルや階層構造がHTML化
後にどのように反映されるかを確認しやすい素材であるため、
今回の検証に採用しました。
　単純なHTML変換にとどまらず、以下のような調整により、
紙面では一覧性やまとまりを重視していた構成を見直し、Web

では必要な情報にすばやくアクセスできる構造へと最適化し
ました。
◦大問単位でコンテンツをグループ化
◦�小問ごとにクリック／タップで解説を表示するアコーディ

オン形式を採用
◦ページ範囲ごとに切り替え可能なタブを設置
　検索性・操作性を意識したUI設計を行うことで、閲覧しや
すいWEBコンテンツとして再構成しています。
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 1 小問集合 

 
P 2～5 
１ 〔問 1〕 イイ    〔問 2〕 ウウ    〔問 3〕 アア 

解説 〔問 1〕 AA 地点は、北に市役所、東に鉄道駅、南に港がある位置である。文章では「駅を右手に見

ながら南へ進み、港の手前で西へ曲がった」とあるため、進行方向と周辺施設の位置が一致する。方位だけ

で判断せず、駅・港・市役所の位置関係を順番に照合すると選択肢を絞りやすい。 
〔問 2〕 水産加工業は、魚介類を港からすばやく運び込めるため、港に近い地域で発達しやすい。みなと

市では海沿いに水産加工場が集まり、内陸部には住宅地と畑が広がっているため、港町の特色と結びつくウ

を選ぶ。イイの高原野菜栽培やエエの林業は、冷涼な気候や森林資源との関係が強く、この地域の中心的な特色

とはいえない。 
〔問 3〕 海岸部の低い土地では、台風や高潮による浸水の危険がある。防災マップを見るときは、避難所

の位置だけでなく、標高や避難経路も確認することが重要である。特に港周辺は海に近いため、短時間で安

全な高い場所へ移動できるかを考える必要がある。 
 
P 6～15 
１ 〔問 1〕 エエ    〔問 2〕 イイ    〔問 3〕 ウウ 

解説 〔問 1〕 城を中心に武士の屋敷、商人や職人の町、寺社が配置された町を城下町という。あおばの

町は、城の周囲に計画的な町割りが見られるため、エエの説明が当てはまる。アアの門前町は寺社、イイの宿場町

は街道、ウウの港町は海上交通を中心に発達するため、町の中心となる施設や機能に注目する。 
〔問 2〕 江戸時代には、参勤交代により街道や宿場町が整備され、人や物の移動が活発になった。城下町

では商業や手工業も発達し、旅籠、問屋、職人の仕事が広がった。大名行列や物資輸送が増えたことが、城

下町の経済を支える要因になった。 
〔問 3〕 明治時代の廃藩置県によって藩はなくなり、府県が置かれた。城下町の一部は県庁所在地となり、

行政の中心として新しい役割を持つようになった。武士の町としての性格は弱まったが、道路や学校、役所

が整備され、近代的な都市へ変化していった。 
 
２ 〔問 1〕 アア    〔問 2〕 エエ    〔問 3〕 イイ 

解説 〔問 1〕 地方公共団体が自ら集める地方税は自主財源にあたる。自主財源が多いほど、自治体は地

域の実情に合わせた事業を進めやすくなる。イイの国庫支出金やウウの地方交付税交付金は国から配分される財

源なので、アアの地方税とは性質が異なる。 
〔問 2〕 説明会やパブリックコメントは、住民が行政に意見を届ける住民参加の方法である。選挙だけで

なく、日常的に地域課題について意見を出すことも地方自治を支える行動である。住民の声を政策に反映さ

せるしくみとして押さえておきたい。 
〔問 3〕 公共施設の建設では、建設費だけでなく、利用者数、維持管理費、防災上の役割などを総合的に

考える必要がある。人気や見た目だけで決めると、将来の負担を見落とすおそれがある。限られた予算をど

の事業に使うかを判断する視点が重要である。 
 
３ 〔問 1〕 ウウ    〔問 2〕 アア    〔問 3〕 エエ 

解説 〔問 1〕 さくら川の上流では森林、中流では水田、下流では住宅地と工業地が見られる。川の流れ

に沿って土地利用が変化している点を読み取ることが大切である。上流・中流・下流の違いを確認すると、

地域ごとの産業やくらしの特色も理解しやすい。 
〔問 2〕 川の水は農業用水として利用される一方、大雨のときには洪水の危険もある。そのため、昔の人々

は用水路や堤防を整備し、川を利用しながら災害を防ごうとした。川は生活を支える資源であると同時に、

災害の要因にもなる。 
〔問 3〕 流域管理では、上流の森林保全、中流の農地管理、下流の防災対策を一体として考える必要があ

る。たとえば上流の森林が荒れると、下流の水害や水質にも影響する。地域ごとの課題を別々に見るのでは

なく、流域全体でとらえることが重要である。 
 

◀Wordで作成された解答解説。大問ごとに解答と解説が
まとまっている構造です。

▼WEB版（解説を閉じている状態）

QRコードから、
実際の画面や操
作性をブラウザ
上でご確認いた
だけます。

◀WEB版（解説を開いている状態）
単純にHTML化しただけではな
く、ブラウザ上での操作性、検
索性を高めるための調整を行い、
WEBコンテンツとして完成させ
ています。
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▲

https://www.meisho-do.co.jp/sampleMovie/HoW/

